
１ 

（1）ア．２  イ．８  ウ．４  エ．４  オ．２  カ．５ 

   キ．２  ク．５  ケコ．１６  サ．５ 

（2）シ．３  ス．４  セ．２  ソ．５  タチ．２５ 

（3）ツテ．１１  ト．２  ナニ．-２  ヌ．５  ネ．８ ノ．１  ハ．２ 

   ヒ．４  フ．４  ヘ．２  ホ．５  マ１．  ミ．６  ムメ．-２ 

２ 

（1）ア．１  イ．２  ウエ．-２  オ．２  カ．２  キ．２  ク．２ 

ケ．１  コ．２  サシ．-１  ス．２ 

（2）セ．１  ソ．１  タ．２  チ．１  ツ．５  テ．１  ト．２ 

ナ．５  ニ．１  ヌ．２  ネ．２  ノ．５ 

３ 

（1）ア．２  イ．５  ウエ．-１  オ．２  カ．３  キ．４ 

   クケコサシ．-１０２４ 

（2）ス．６  セ．２  ソ．４  タチ．２２  ツ．５ 

（3）テ．７  トナ．２０  ニ．７  ヌ．２ 

   ネ．５  ノ．２  ハ．２  ヒ．５  フ．７ 

  



 

 

～講評～ 

大問１は（１）（２）は取り切りたい。図形と方程式の領域の練習をしていれば（３）も可能だが、途中まででき

れば十分アドバンテージだろう。 

大問２は（１）は取り切りたい。（２）は計算が煩雑で特に最後の式処理をできればかなりアドバンテージとなる。 

大問３は（２）までは取り切りたい。複素数平面の頻出問題であろう。（３）は頻出問題とは変わった形式である

ので戸惑った受験生も多いだろうがここは捨てても問題ないだろう。 

 

難易度は平年並みで、合格のためのボーダーは５割程度と見込まれる。 

 


